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【巻頭言】  

 

 

・・・現在執筆依頼中・・・



 
－２－ 

 
 

 

１．技術部体制の充実 

今後多くなる、定年退職者等の後任問題については、現在の技術水準を落とさないよう

に、また技術継承や技術向上からも検討し、先端研究に対応するため複数の職員の配置先

を異動し、技術支援体制を充実させた。また、技術専門員が１名から４名となり、少なか

らず待遇改善が計られた。 

 

２．第Ⅰ期中期計画・中期目標についての報告を作成した。 

 

３．平成 20 年度に作成した技術カタログを公開するにあたり、各技術部職員に関する記

載内容について、配置先講座等の所属長の確認を依頼した。  

 

４．技術部職員の能力等の向上を図ることを目的として次の事業を行った。 

 １）学内へのセミナー等を開催した。  

 先端技術セミナーとして病理学第二講座の岩下教授による講演を開催し、技術職員の  

モチベーションを高めた。セミナー「ＥＳＣＯサービス事業について」及び「ウェブラ  

ーニングプラザ説明会」を開催し、本学に必要な技術情報を提供した。  

 (1) 演題「神経堤と疾患」  

   講演者：病理学第二講座 岩下寿秀教授  

   日 時：平成 22 年３月 26 日（金）午後４時～５時 30 分  

   場 所：看護学科棟１階中講義室  

   参加人数：２５名（技術部職員１２名）  

 (2) 演題「浜松医科大学エネルギーセンターＥＳＣＯサービス事業につい  

     て」  

講演者：施設課 山田達也課長補佐、柿原保全係主任  

日 時：平成 21 年９月 30 日（水）午後４時 30 分～５時 30 分  

場 所：附属病院外来棟３階第１集会室  

参加人数：２４名（技術部職員６名）  

 (3) 演題「科学技術振興機構ウェブラーニングプラザ説明会」  

   説明者：環境管理グループ 鈴木一成  

 日 時：平成 21 年 12 月 21 日（月）午前 11 時～11 時 40 分  

   場 所：看護学科棟３階 ３１３室  

   参加人数：７名（技術部職員２名）  

平成２１年度技術部事業報告 
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 ２）技術部会を開催した。  

   日 時：平成 22 年３月 10 日（水）午後４時～４時 40 分  

   場 所：附属病院外来棟３階 第１集会室  

出席者数：２４名  

 審議事項：1.平成 21 年度技術部事業報告について  

      2.平成 22 年度技術部事業計画について  

      3.技術部第Ⅰ期中期計画報告について  

 報告事項：1.病理学第二講座岩下教授の講演開催について  

 2.平成 21 年度定年者について  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）技術部連絡会を４回開催した。  

 (1) 日  時：  平成 21 年７月８日（水）午後４時～４時 30 分  

 審議事項：1.平成 21 年度技術部執行体制について  

 2.平成 21 年度事業執行計画について  

 3.技術部内の回覧について  

 4.平成 20 年度技術部年次報告について  

 報告事項：1.技術部運営委員会報告  

 (2) 日 時：平成 21 年９月 11 日（金）午前 11 時～12 時  

 審議事項：1.技術カタログの取扱について  

 2.平成 20 年度技術部年次報告について  

 報告事項：1.次回セミナーについて  

 2.現在までの技術部執行状況について  

 (3) 日 時：平成 21 年 12 月１日（火）午前 11 時～11 時 30 分  

 審議事項：1.技術部第Ⅰ期中期計画報告（案）について  

 2.学内技術部セミナーについて  

 3.平成 21 年度定年者について  
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 4.技術カタログについて  

 報告事項：1.技術部セミナー「浜松医科大学エネルギーセンターESCO 

サービス事業について」報告  

  (4) 日 時：平成 22 年２月 23 日（火）午前 11 時～12 時  

 審議事項：1.平成 21 年度技術部事業報告について  

      2.平成 22 年度技術部事業計画について  

      3.技術部会開催について  

 報告事項：1.「科学技術振興機構：ウェブラーニングプラザ説明会」       

       報告  

      2.病理学第二講座 岩下教授の講演開催について  

 ４）学外研修に参加した。  

  (1) 機器・分析技術研究会、実験・実習技術研究会  

日程：３月４日（木）～５日（金）（３泊４日）  

場所：琉球大学  

参加者：柴田 清、加茂義春（ポスター発表）  

  (2) 安全衛生に関する意見交換会  

日程：２月４日（木）～５日（金）（１泊２日）  

場所：核融合科学研究所  

参加者：本田一臣、鈴木一成      

 (3) 化学防災指針セミナー  

日程：10 月 23 日（金）（１日）  

場所：インテックス大阪  

参加者：鈴木一成  

 (4) 第 24 回大阪病理技術研究会  

   日程：２月 27 日（土）（１日）  

   場所：日生病院別館  

   参加者：川端弥生  

 (5) 放射性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修  

日程：10 月 15 日（木）～16 日（金）（２泊３日）  

場所：京都大学放射性同位元素総合センター  

参加者：宮田 学  

 ５）資格取得などを支援した。（旅費のみの拠出）  

(1) 第３種放射線取扱主任者講習  

日程：９月 28 日（月）～29 日（火）（１泊２日）  

場所：日本アイソトープ協会  



 
－５－ 

参加者：本田一臣  

６）技術部年次報告をウェブサイト上に掲載した。  

 技術部ウェブサイト上に技術部年報 Vol.８(平成 20 年度)を掲載した。 
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【技術部学内セミナー】 

 

『神経堤と疾患を聴講して』 

 

機能解析グループ 柴田 清 

 

日 時：平成 22 年３月 26 日（金）午後４時～５時 30 分 

場 所：看護学科棟 1 階 中講義室 

演 題：神経堤と疾患 

演 者：病理学第二講座 岩下寿秀 教授 

参加人数：２５名（技術部職員１２名） 

 

 大学の解剖の講義以来あまり聞き覚えのなかった (勉強不足)、神経堤のお話でした。た

だ、講義が進むにつれて非常に興味深い組織でありまた重要な機能を持っていることに気

付かされ、今後の再生医療を含む多くの分野で役立つと推測されました。  

１．神経堤細胞とは、脊椎動物以降の生物にのみ存在する特有の胚組織であり、発生初

期に神経管形成時に神経管背側より出現し胚全体に移動します。そして固有の定着部域に

おいて、末梢神経細胞、内分泌細胞、顔面および顎の軟骨・骨細胞等、脊椎動物を特徴づ

ける多くの細胞種に分化することが知られています。いわば幹細胞のような全能性を持っ

ていて様々に分化し、脊椎動物の頭部発生には主要となってくる細胞群です。つまり、神

経堤が脊椎動物のボディープランを支える胚組織であることを意味しています。神経堤細

胞の全てが分化多様性を持っている訳ではありません。神経堤は移動前において既に様々

な分化能が制限されており、移動後の定着部域に脊椎動物のボディープランを特徴づける

多くの細胞種に分化していると考えられている。  

２．岩下先生の研究テーマのひとつであるヒルシュスプルング病は、グリア-由来神経栄

養性因子（GDNF）が、神経堤幹細胞の生存や増殖には影響せず、Ret（GDNF の受容体）

の欠損により、神経堤幹細胞が遠位腸管中へ遊走されなくなることが原因であることが解

明されたことは、非常に意義深く感じました。今後、腸管神経堤幹細胞により神経堤幹細

胞移植治療の可能性が大きくなったのではないかと期待されます。  

３．神経堤細胞、神経堤幹細胞の講義の印象  

１）日頃担当している機器のひとつであるＦＡＣＳ（セルソーター）が、  

研究に役立っていること  

２）これほど精巧な体(私)が、よく遺伝子欠損など無く（？）作られたこと  

講義を聴けば聴くほど、60 兆個の細胞が互いに喧嘩せず毎日働いてくれることに驚嘆す

る次第です。  



 
－７－ 

今後も、日頃の業務の活性化に役立つこの様なセミナーを開催していただくことを望み

ます。  
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【技術部学内セミナー】  
 

「浜松医科大学エネルギーセンターＥＳＣＯサービス事業について」報告 

 
環境管理グループ 鈴木一成  

 
日 時：平成 21 年９  月 30 日（水）  

午後４時 30 分～５時 30 分  
場 所：附属病院３階第１集会室  
講演者：施設課 山田達也課長補佐  

柿原保全係主任  
参加人数：２４名（技術部職員６名）  
 
 エネルギーセンターでは、浜松医科大学開学当初

から、中央制御冷暖房機器用の冷水・温水をつくり

各棟に供給してきたが、各機器が更新の時期を迎え

ていた。そこで、エネルギーセンター（中央熱源機

器）の省エネルギー促進のため、平成 20 年度に提

案募集で選定した事業者（ニッセイ･リース（株）、

日本開発興産（株））と ESCO 契約を締結し、各機

器を省エネルギー形に更新するとともに、冷温水の

システムを見直し、契約期間中の包括的なエネルギ

ーサービスの提供を受けて計画的かつ効率的な省エ

ネルギー活動を図った。この事業は広報を受け持つ浜松市と中部電力 (株 )が参加した連携

推進事業で，NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）の「エネルギー供給事業者

主導型総合省エネルギー連携推進事業」の補助制度を受けている。主な更新機器はターボ

冷凍機、空冷ヒートポンプチラー、プレート熱交換器等である。この ESCO 事業で大学全

体として省エネルギー率を 12.7％とする計画である。  
 本セミナーでは、ESCO サービス事業、更新システム、工事概要等が説明され、会場か

らは、冷暖房時期の弾力化、ISO14000 との関連等の質問があった。  
大学内の冷暖房という基幹設備を理解する意味では有意義なセミナーであったと思われる。 
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【技術部学内セミナー】  

 

「科学技術振興機構：ウェブラーニングプラザ説明会」報告 

 

                      環境管理グループ 鈴木一成  

 

 日 時：平成 21 年 12 月 21 日（月）午前 11 時～11 時 40 分  

 場 所：看護学科棟３階 ３１３室  

 説明者：環境管理グループ 鈴木一成  

 参加人数：７名（技術部職員２名）  

  

 大阪で開催された日本化学会のセミナー「化学防災指針セミナー～混合危険の事故事例

と対策～」において、科学技術振興機構のウェブサイトを教えて頂いた。最近の医療系実

験の概要も掲載してあり、有用なウェブサイトと考えられたので、学内の教員・技術職員・

技術補佐員・大学院生等に電子メールで紹介するとともに、このウェブサイトについての

使用方法を説明した。  

 科学技術振興機構のウェブサイトから、データベース・コンテンツサービス > Web ラ

ーニングプラザ   > ライフサイエンス   > ライフサイエンスの基礎 -バイオ実験の原理コ

ース について使用方法を解説した。パワーポイントのように図表が表示されるとともに、

説明がアナウンスされ、ひじょうに分かりやすいとの評価を得た。また、併せて科学技術

振興機構に掲載してある「事故事例」や「失敗知識データベース」についても説明した。  

 

科学技術振興機構 http://www.jst.go.jp/index.html 

・ウェブラーニングプラザ http://weblearningplaza.jst.go.jp/ 

・事故情報 http://riodb.ibase.aist.go.jp/riscad/ 

・失敗知識データベース http://shippai.jst.go.jp/fkd/Search 
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【学外研修報告】  

 

平成 21 年度機器分析技術研究会・実験実習技術研究会 in 沖縄 研修報告 

 

機能解析グループ 柴田 清 

 

日時：平成 22 年３月４日（木）～５日（金） 

場所：琉球大学 

参加人数：600 名 

 

この研究会の目的は、機器・分析技術及びその周辺技術等に関する内容を対象に、実験

装置の開発や改良、創意工夫、維持管理あるいはそれらに関する苦労話や失敗談等の発表

となっています。そこで、日常業務であるフローサイトメータ、インキュベーション顕微

鏡における維持管理に関わる発表を行いました。また、他大学の技術職員の発表を聞くこ

とができ、大変参考になりました。特に、島根大学の成相さんの発表は、『ひらめき とき

めきサイエンスようこそ大学の研究室へ』の発表では、緑色蛍光タンパク質ＧＦＰの作成

を中学生、高校生を対象に開いていて、大学技術部の方向性として参考になりました。ま

た、同じ機器（ＦＡＣＳ）での悩みなどについても相談することができ非常に有意義な研

究会でした。 

【発表要旨】  

『アポトーシス細胞のフローサイトメータとインキュベーション顕微鏡による比較検

討』 

浮遊系細胞のアポトーシス解析は、細胞一個あたりの蛍光強度が測定できる点、多数の

細胞を一度に処理できる点（5000個/秒）においてフローサイトメータ（ＦＣＭ）が適し

ている。しかし、細胞が浮遊しているためタイムラプス・インキュベーション顕微鏡（Ｔ

ＩＭ）などでは、解析が困難である。一方、接着系細胞の解析は、ＴＩＭなどが適してい

る。その理由としてＴＩＭは、5％CO2、37℃一定条件の中で撮影が出来る装置であるた

め、通常の細胞培養と同一条件下で観察が可能であり、アポトーシスの細胞状態を時間と

ともに追跡できる。ただし、多数の細胞を観察できない、また浮遊した細胞の解析が難し

いなどの欠点も見られる。また、接着細胞のフローサイトメータ解析は、剥離作業のため

細胞に傷害を与える可能性があり測定の難しさがある。今回、これらの点を踏まえ接着細

胞のアポトーシスの過程をこの両装置により測定比較し相違の有無について検討した。検

討結果として、ＦＣＭとＴＩＭの比較により、上清中の細胞とシャーレ上の細胞に分けて

解析したことでアポトーシスのアネキシン陽性細胞の変化が詳細に把握できた。ＴＩＭで
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観察される膜変性を起こした後の細胞は、アネキシンによる染色性とクロマチンの凝縮か

ら明らかにアポトーシス細胞と定義できた。インキュベーション顕微鏡によるタイムラプ

ス画像によって染色する事なしにアポトーシスを判定できる可能性が高いことが示唆され

た。 
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【学外研修報告】  

 

平成 21 年度機器分析技術研究会・実験実習技術研究会 

in 沖縄 研修報告 

 

機能解析グループ 加茂隆春  

 

日時：平成 22 年３月４日（木）～５日（金）  

場所：琉球大学  

参加人数：約 600 名  

  

【発表要旨】  

粘着テープを用いた薄切ブロックの保護処理と免疫染色・DNA の検討  

 薄切後のパラフィンブロック面は、溶融パラフィンで被覆保護するのが一般的である。

同一のブロックを使用した再薄切時も組織が出るまで面出し荒削りするので、薄いものや

小さなものは、なるべく削られないように注意しつつ行う必要がある。この面出しを簡単

に組織の減りも少なくするため、ブロック面に粘着テープを貼り、その上から溶けたパラ

フィンで被覆するようにした。これで面出しはテープを剥がせば出来るようになった。し

かし組織面にテープの粘着剤があたるのでその影響を観るため、核内抗原、腫瘍マーカー

やホルモン等の免疫染色と、DNA 濃度を計り、２ヶ月後のものと比較をした。  

 その結果、免疫染色は殆ど変わらない抗体もあったが、非特異が強いものもあり、DNA 

濃度は低下した。改善検討をしている。  

 

 【 図左は会場前で柴田さんと、図右は発表要旨のブロック保護からテープによる面出しを示す 】 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

左:テープを貼る   中:パラフィン被覆   右: 面出し 
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【研究会全体の感想】  

機器・分析技術研究会、実験・実習技術研究会 in 琉球に、実験実習機器センターの柴田

さんと参加した。全国から約 600 名の中で、口頭発表 120 件、ポスター発表は 164 件であ

ったが、大多数が医学系以外の工学系などであった。発表内容は、各種機器分析や維持管

理、実験・実習、ものづくり、地域貢献事業と創意工夫や失敗談なども含まれ、生物学技

術研究会（岡崎）と類似していた。発表では結果が予想外のデータもあり改善課題を残し

たが、ポスター発表のコンペタイムには、ヒントやアドバイスをいただき大変参考になっ

た。懇親会では、イチャリバ、チョーデー（沖縄方言：出会えば、兄弟）の如く多くの方々

と交流ができ、大変有意義な時間を過ごせた。その言葉を、伊舎堂義昭実行委員長が挨拶

のなかで幾度か口にしており、本研究会の準備から開催期間中におけるスタッフ面々の心

配りに嬉しく思った。  

今回は、いったん締め切られた申し込み等など、お世話いただいた鈴木一成副技術部長

と関係方々に感謝する。今後このような遠隔開催においても少ない自己負担額で、医学系

からも多くの技術職員が参加して交流を深め、さらに支援業務や研究にモチベーションが

高められるよう期待する。  
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【学 外 研 修 報 告 】  
 

第５回労働安全衛生に関する情報交 換会報告  

 
診療 支援 グ ルー プ  本 田一 臣  
環境 管理 グ ルー プ  鈴 木一 成  

 
日 時 ： 平 成 22 年 ２ 月 ４ 日 （ 木） ～ ５日 （金 ）  
場所 ：核 融 合 科 学 研 究 所  
参 加 人 数 ： ４１ 名  

 
 労 働安 全 衛 生 法 適 用 に 伴 う 取組 状 況と 課題 につ い ての 情 報を 交換 す るた め 、

平成 1 6 年 か ら 開 催 さ れ て い る 。  
 今 回は 各 大 学 や 機 関 か ら か なり 具 体的 な話 題が 紹 介さ れ た。 その 中 で、 印 象

に残 った 話 題 を 記 載 す る 。  
・富 山大 学 杉 谷 キ ャ ン パ ス に おけ る労 働 災害  
とそ の 対 策      富 山 大 学  藤森 俊 雄氏  
 「 N O ガ ス ・ ベ ン チ レ ータ 破 裂 事 故」 につ  
いて 。新 た に 毒 性 が 高 い NO ガス を 使用 した  
治療 がは じ ま り 、 N O ボ ン ベ を 開 栓 した とこ  
ろレ ギュ レ ー タ ー に 取 り 付 け てあ った 流 量計  
が飛 び作 業 者 が 負 傷 す る 事 故 が起 きた と の報  
告が あ り 、 質 問 等 が 多 く 内 容 が参 考に な った 。  
しか も 「 N O ガ ス が 診 療 に 使 用 さ れ てい る」  
こと すら 知 ら な か っ た ので 勉 強に なっ た 。  
 ま た、 附 属 病 院 に お い て 配 膳車 とド ア に挟  
まれ 、看 護 師 が 手 首 を 骨 折 す る事 故が 報 告さ  
れた 。 原 因 は 配 膳 車 が 大 き く て前 が見 え ない  
こと や曲 が り 角 で あ っ た こ と など があ げ られ 、  
配膳 車の 操 作 方 法 に つ い て の 再講 習、 曲 がり  
角に 移動 方 法 の 矢 印 を つ け る など の対 策 がと  
られ た 。  
・解 剖実 習 室 に お け る ホ ル ム アル デヒ ド の作  
業環 境 測 定     琉 球 大 学  伊 舎堂 義 昭氏  
 琉 球大 学 の 解 剖 実 習 室 で は 興研 （株 ） のプ  
ッシ ュプ ル の 装 置 を 解 剖 台 ご とに 配置 し たが  
作業 環境 測 定 で は ホ ル ム ア ル デヒ ドが A 測定  
で 0 .62～ 0 . 98ppm、 B 測定 で 1 .6ppm 検 出さ  
れ、 管理 濃 度 0 .1ppm を 超 過 し 第 ３管 理 区分  
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と評 価 さ れ た。  
・労 働基 準 監 督 署 立 入 検 査 関 連に つい て  
      核 融 合 科 学 研 究 所  河地 龍 三氏  
 労 働基 準 監 督 署 が 立 ち 入 り 、安 全衛 生 関係  
では 、是 正 勧 告 が ７ 件 、 指 導 票改 善が ３ 件、  
指導 書改 善 が ８ 件 指 摘 さ れ た 。  
 「 グラ イ ン ダ 使 用 に 有 資 格 」が 必要 と のこ  
とを 改め て 知 ら さ れ、 本 学 に かえ り早 速 利用  
調査 を行 い 利 用 者 （ 放 射 線 部 治療 部門 ） に資  
格取 得を 勧 告 し た 。  

また 、「 有 機 溶 剤 を 屋 内 に 保 管す る 際、 その  
貯蔵 場所 に 有 機 溶 剤 の 蒸 気 を 屋外 に排 出 する  
設備 を設 け て い な い 」 との 是 正勧 告を 受 けた  
と報 告 が あ った 。 つ ま り 有 機 溶剤 を保 管 する  
薬品 庫に は 屋 外 に 通 じ る ダ ク トを 設置 す る指  
導ら し い が 、 残 念 な が ら研 究 室の 薬品 庫 にダ  
クト がつ い て い る も の を 見 た こと がな い 。  
 
全体 的 に 、 活発 で 有意 義な 意 見交 換会 で あっ た。  
 
プロ グラ ム は 核 融 合 科 学 研 究 所技 術部 の ウェ ブサ イ トに 掲 載し てあ る 。  
UR L ht tp : / / e tmi kan .ni f s .ac . j p /anzen /  
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【学 外研 修 報 告 】  
 
第２回化学防災指針セミナー  －混 合危険の事故事例と対策－  報告  

 
 環 境管 理 グル ー プ  鈴木 一 成  

 
日  時： 平 成 21 年 10 月 23 日（ 金） 午 後１ 時～ ４ 時 30 分  
場  所 ： イ ン テ ッ ク ス 大 阪  
参加 者 数 ： ４０ 名  

 
イン テッ ク ス 大 阪 で行 われ た 全日 本科 学 機器 展 i n 大 阪 200 9 に お いて 日本 化

学会 の 連 動 セ ミ ナ ーと し て 開 催さ れ た。 数種 類の 試 薬の ビ ンの 破損 に よる 混 蝕

発火 等を 、 さ ま ざ ま な 状 況 下 での 事 故事 例分 析を 通 して 、 事故 の未 然 防止 と そ

の対 策 例 を 紹 介 さ れ た 。  
１． 混合 危 険 － 硫 化 水 素 発 生 事故 およ び NB C 災害に 対 する 消防 活 動  

大 阪 市 消 防 局  警 防部 機 動指 揮支 援 隊  副 隊長  山下 伸 也  
硫化 水素 自 殺 の 場 合 、 部 屋 に 硫化 水 素が 充満 して お り、 消 防隊 が進 入 する と

危険 であ り 、 消 防 隊 員 の 事 故 も起 き てい る。 排風 機 で除 去 した 場合 は 時間 も か

かり 、住 民 の 長 時 間 の 避 難 が 必要 で あっ た。 いろ い ろと 検 討の 結果 、 三宅 島 の

噴煙 除去 用 の活 性 炭 が 有 効 で あり 、 浴室 程度 の部 屋 では ５ 分程 度で 除 去で き 、

消防 隊の 進 入 が 容 易 に な っ た 。  
２． 事故 事 例 に 見 る 混 合 危 険 の毒 性と 応 急処 置  

東京 大学 環 境安 全 研究 セン タ ー  刈 間理 介  
混合 有害 性 反 応 で 発 生 す る 化 学物 質の 例 を説 明さ れ た。  

３． 混合 危 険 の 評 価 方 法 と 未 然防 止  
東京 大学 新 領域 創 成科 学研 究 科  阿久 津 好明  

爆発 性の 予 測 計 算 式 を 説 明 さ れた 。  
４． 混載 ・ 廃 棄 物 ・ プ ラ ン ト にお ける ヒ ヤリ ハッ ト と事 故 事例 の分 析  

災害 情報 セ ンタ ー  若 倉正 英  
ジエ チル エ ー テ ル で は 封 を 開 けた も のは 空気 で酸 化 され 徐 々に 過酸 化 物が 生

成さ れ爆 発 の 危 険 性が 高 く な るこ とを 再 認識 した 。  
また 、事 故 事 例 等 は 次 の ウ ェ ブサ イ トで 公開 され て おり 、 非常 に有 効 であ る

と 考 え る 。  
科学 技術 振 興 機 構  
・事 故情 報 ： ht tp : / / r iodb . i base .a i s t .g o . j p /r i sc ad /  
・失 敗知 識 デ ー タ ベ ー ス ： ht tp : / / sh ippai . j s t . go . jp / f kd /Searc h  
・ウ ェブ ラ ー ニ ン グ ： ht tp : / /weblear n ingp laza . j s t .g o . jp /  

 
毎年 、東 京 と 大 阪 で 交 互 に 開 催さ れ てお り、 全日 本 科学 機 器展 を見 学 して 最



 
－１７－ 

新の 機器 情 報 を 把 握 で き る と とも に 、わ ずか な時 間 で危 険 性の 学習 が でき 、 有

意義 なセ ミ ナ ー で あ っ た 。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

全 日 本 科 学 機 器 展 の 状 況  化学 防災 指 針セ ミ ナー の状 況  
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【学 外研 修 報 告 】  
 

第 24 回大阪病理技術研究会参加報 告  

 
                   形 態解 析 グル ー プ  川端 弥 生  

 
日  時： 平 成 22 年２ 月 27 日（ 土 ）午 後 １時 ～６ 時  
場  所： 大 阪 日 生 病 院  別 館 １階 講堂  
参加 者 数 ： ８３ 名  

 
 ２ 月２ ７ 日 （ 土 ） に 大 阪 日 生病 院 で行 われ た、 大 阪府 臨 床検 査技 師 会主 催 の

第２ ４回 大 阪 病 理 技 術 研 究 会 に参 加し て 来ま した 。  
 静 岡県 内 で の 勉 強 会 の 内 容 は免 疫 染色 や細 胞診 が 多く 、 本学 研究 棟 では ヒ ト

以外 の動 物 組 織 や さ ま ざ ま な 固定 法 で提 出さ れる 組 織を 扱 うた め、 改 めて 特 別

染色 の原 理 を 勉 強 す る よ い 機 会に なり ま した 。  
  大阪府 内 ３ ８ 施 設 の 脱 脂 ・ 脱灰 方 法の アン ケー ト 調査 で は、 乳腺 材 料の 脱 脂

方法 とし て ア セ ト ン 単 独 ま た はク ロ ロホ ルム 系の 混 合液 の 使用 が多 く 、脱 灰 に

関し ては プ ラ ン ク リ ュ ク ロ 法 で～ ２ ４時 間ま でが 約 半数 以 上を 占め て いま し た。 
 奈 良県 立 医 科 大 学 で 検 討 さ れた 、 脂肪 含有 組織 の 予備 脱 脂を 自動 包 埋装 置 の

脱水 過程 に キ シ レ ン エ タ ノ ー ルを 加 温状 態で 使用 す るこ と でパ ラフ ィ ン浸 透 に

改善 がみ ら れ た と の 報 告 が あ りま し た。 また 、こ れ らに 関 連し て超 音 波技 術 を

利用 した 脱 脂 ・ 脱 灰 の 迅 速 化 を目 的 に開 発さ れた 密 閉型 機 器の 紹介 が （株 ） 常

光に より あ り ま し た 。  
 PAM 染 色 コ ン ペ の 結 果 報 告 で は、過 ヨ ウ素 酸濃 度、ゼラ チ ン液 の 添加 の有 無 、

ホウ 砂液 添 加 の タ イ ミ ン グ 、 塩化 金 液の 濃度 、補 強 液・ 定 着液 の種 類 等は 施 設

にあ まり 差 は み ら れま せ ん で した が 、メ セナ ミン 銀 液の 加 温方 法と 反 応時 間 に

つい ては 各 施 設 に よ り ば ら つ きが み られ 、マ イク ロ ウェ ー ブを 利用 し 時間 短 縮

をす る施 設 も あ り 、 検 討 し て みた いと 思 いま す。  
 マ ッソ ン ト リ ク ロ ー ム 染 色 およ び アミ ロイ ド染 色 を例 に 、特 殊染 色 は染 色 原

理・ 色素 の 特 性 や 染 色 液 中 各 成分 の 役割 等を よく 理 解し た 上で 行え ば 、試 薬 の

至適 pH や 時 間 設 定 の 調 節 、 各染 色 の工 夫ポ イン ト も見 つ かり 、よ り よい 染色

結果 を得 る こ と が 出 来 る と の こと でし た 。  
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【学 外研 修 報 告 】  
 

平成 21 年放射性同位元素等取扱施 設安全管理担当教職員研修報告  

 

環境 管理 グ ルー プ  宮 田  学  

 

 日 時  : 平成 21 年 10 月 15 日 （ 木） ～ 16 日（ 金 ）  

 場 所  : 京 都 大 学 放 射 性 同 位 元 素 総合 セン ター  教育 訓 練棟 ３階  

 参 加人 数 ： ５ １ 名  

 

 「 放射 性 同 位 元 素 等 取 扱 施 設 安 全管 理 担当 教職 員 研修 」は 、平 成 15 年 度ま で

は文 部科 学 省 と 国 立 大 学 ア イ ソト ー プ総 合セ ンタ ー 共催 で 開催 され て きま し た。

平成 16 年 ４ 月 の 国 立 大 学 法 人 化 後 は、東 京大 学 、京 都大 学 、東 北 大学 、名古 屋

大学 、大 阪 大 学 の ５大 学 の ア イソ トー プ 総合 セン タ ーが 共 催し 、研 修 実施 会場

校を 持ち 回 り で 開 催 さ れ て い ます 。平成 2 1 年度 の研 修は 京 都大 学放 射 線同 位 元

素総 合セ ン タ ー を 会 場 と し て 開催 され 、 応募 審査 の 結果 ６ 年ぶ りに 参 加者 に選

ばれ まし た 。  

 全 国の 放 射 性 同 位 元 素 取 扱 施設 から 5 1 名が 参加 し、講義・見 学・実 習に よ る

２日 間の 研 修 が 始 ま り ま し た 。参 加者 は 国立 ・公 立 ・私 立 大学 の教 授 ・准 教授

等の 教員 、 技 術 職 員 、 診 療 放 射線 技師 な ど多 様な 職 域・ 職 種か ら参 加 があ りま

した 。  

  

今回 の研 修 内 容 は ２点 あ り 、 ひと つが 「 地震 と耐 震 ・防 災 」の 講義 と 見学 。

もう ひと つ が 「 変 更 承 認 申 請 への 対応 」 で専 用ソ フ トを 使 用し た講 義 と実 習が

あり まし た 。  

 地 震と 耐 震・防 災 の 講 義 で は 、実 際に 地 震の 被害 を 受け た、小千 谷 総合 病院 、

神戸 薬科 大 学 、 京 都 大 学 の 安 全管 理担 当 者か ら被 害 経験 に 基づ いた 講 義が あり

まし た。 ま た 、 京 都 大 学 防 災 研究 所の 川 崎先 生の 講 義で は 東海 地震 が 発生 した

場合 には 、 東 南 海 地 震 、 南 海 地震 が同 時 に起 きる 可 能性 が 非常 に高 い 状況 にあ

るこ と 、 さ ら に 東 海 、 近 畿 、 四国 地方 に 大き な被 害 が発 生 し、 東京 、 名古 屋、

大阪 など の 高 層 ビ ル が 長 周 期 振動 によ り 大き く揺 れ 、被 害

が出 るこ と が 予 想 さ れ て い る との こと で した 。震 源 から 遠

くて も被 害 が 大 き く な る こ と が予 想さ れ てい るよ う です 。  

 実 習で は 、 変 更 申 請 書 作 成 のた めに 開 発さ れた 専 用ソ フ

ト（ IsoShield）を 使 用 し 、遮 へ いと 濃 度計 算を 行い ま した 。

変更 申請 等 で 必 要 と さ れ る 記 載内 容が 年 々細 かく か つ厳 し

くな り、 計 算 が 複 雑 で 大 き な 労力 が必 要 にな って い ます 。

大き な事 業 者 で は 、 外 注 す る ケー スが 増 加し てい る 現状 が

あり ます 。 放 射 線 安 全 管 理 に 重要 な内 容 を管 理者 が 理解 で
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きな く なっ て し ま う 危 険 性 も 指摘 さ れて おり 、

今回 の実 習 が 行 わ れ ま し た 。 約４ 時間 程 度の

実習 時間 で は ソ フ ト を 使 い こ なせ る所 ま で理

解す るこ と は で き ま せ ん で し た。  

 短 期間 の 研 修 で し た が 今 後 の業 務に 参 考に

なる 内容 が 多 く あ り 、 大 変 有 意義 な研 修 にな

りま し た 。  
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【学 外研 修 報 告 】  
 

第三種放射線取扱主任者講習会受講 報告  

 
診療 支援 グ ルー プ  本 田一 臣  

 
日時 ： 平 成 21 年 ９月 2 8 日 （ 月 ） ～ 29 日（ 火）  
場所 ：日 本 ア イ ソ ト ー プ 協 会  （ 東 京都 文京 区）  
参加 人 数 ： ３ ２ 名  
 

９月 2 8～ 29 日 に 日 本 ア イ ソ トー プ 協会 主催 で開 催 され た 第三 種放 射 線取 扱

主 任者 講 習 会 に つ い て 報 告 す る。 こ の 講 習は 、「 放 射 性 同 位 元 素 等 に よ る 放 射 線

障 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ き 、 第 三 種 放 射 線 取 扱 主 任 者 免 状 交 付 申 請 の 資

格 を 取 得 し よ う と す る 者 を 対 象 に 行 な わ れ る 。  
・講 義 内 容  

１． 放射 線 及 び 放 射 線 同 位 元 素の 概論  
２． 放射 線 の 基 本 的 な 安 全 管 理に 関す る 課目  
３． 放射 線 の 人 体 に 与 え る 影 響  

・放 射線 障 害 防 止 の 概 要 実 習  
放射 線取 扱 に 際 し 、 作 業 者 の 放射 線 によ る被 曝を 防 止す る ため に、 被 曝防 護

の 三 原 則 と 呼ば れ る 時 間 ・ 距 離・ 遮 蔽の 何れ か又 は その 組 み合 わせ に よる 方 法

が採 られ る 。 ま た 、 密 封 線 源 の健 全 性や 放射 線同 位 元素 の 密封 性が 損 なわ れ て

表面 汚染 が 生 じ た 場 合 に 対 応 出来 る よう 、測 定器 の 取扱 に は慣 れて お く必 要 が

あり 、実 習 が 行 わ れ た 。  
１． 個人 線 量 計 の 取 扱 と 線 量 計に よる 測 定実 習  
２ ． NaI シ ン チ レ ー シ ョ ン 式 サ ーベ イメ ータ によ る 、距 離 の逆 二乗 則 によ る  

減衰 測定  
３． ＧＭ 電 離 箱 式 サ ー ベ イ メ ータ の使 用 法と 測定 法  
４． 放射 性 表 面 汚 染 密 度 の 測 定方 法  

実習 の後 に 、終 了 試 験 を 受 け た。 そ の結 果、 合格 し たの で 、１ １月 頃 に免 状 が

届 く 予 定 。  
 

 
 
 
 
 
 
 



 
－２２－ 

 
【企 業セ ミ ナ ー 参 加 報 告 】  
 

サーモフィッシャーサイエンティフ ィック（株）  

エレメンタルセミナー 2009 

 
環境 管理 グ ルー プ  鈴 木一 成  

 
日時 ： 平 成 21 年 ７月 2 4 日 （ 金 ） 午後 １ 時～ ６時  
場所 ：御 殿 山 ガ ー デ ン ホ テ ル ラフ ォー レ 東京  
参加 人数 ： 約 １ ７ ０ 名  
 

最近 の廃 棄 物 処 理 法 改 正 と と もに 廃 液の 成分 保証 は 、大 学 のよ うな 廃 棄物 排

出事 業者 に は 重 要 に な っ て き てい る 。医 療廃 棄物 処 理セ ン ター には 元 素分 析 機

器と して 原 子 吸 光 分 光 分 析 装 置（ Ａ ＡＳ ）が あり 、 廃水 処 理の 管理 と とも に 、

外部 業者 に よ る 廃 液 処 理 す る 前に は成 分 確認 を実 施 して い る。  
 原 子吸 光 分 光 分 析 装 置 は 個 々の 元 素を 正確 に測 定 する に は適 して お り、 廃 液

ごと の水 銀 や ひ 素 を 測 定 し て きた 。 また 、廃 液を 少 量ず つ 採取 し混 合 して １ サ

ンプ ルと し て 外 部 機 関 に 分 析 を依 頼 して きた が、 時 折、 カ ドミ ウム 等 の本 学 で

測定 して い な い 物 質 が 検 出 さ れて 困 って いた 。そ の ため 、 正確 さは 多 少劣 っ て

も多 元素 を 同 時 に 測 定 し た い と考 え てい たが 、そ れ には 蛍 光Ｘ 線分 析 装置 や 高

周波 誘導 結 合 プ ラ ズ マ 発 光 分 析装 置（ Ｉ ＣＰ ）等 が ある 。  
 そ こで 、 今 回 、 サ ー モ フ ィ ッシ ャ ーサ イエ ンテ ィ フィ ッ ク（ 株） で 毎年 実 施

され て い る エレ メ ン タ ル セ ミ ナー に 参加 して 、Ｉ Ｃ Ｐの 最 新状 況を 聴 取す る こ

とと した 。 ち ょ う ど 最 新 装 置 の iCA P620 0 が発 表 にな った 時 期で あ った 。  
 iCA P6200 の 特 徴 は 次 の と お り と報 告 され た。  
 １ ）測 定 範 囲 ダ イ ナ ミ ッ ク レン ジは ５ ～６ 桁で あ る。  
 ２）光 源の 軸 方 向 、放 射 光 方 向 と 測光 を切 り替 え られ る ため  ppb～ ％ま で測  
   定 可 能 。  
 ３ ）ア ル ゴ ン ガ ス の 使 用 量 が他 社の 63％  
 ４ ）設 置 面 積 が 従 来 品 の 56％  
しか しな が ら 、 定 価 は 数 千 万 円で まだ 高 価で ある 。  
 セ ミナ ー に 参 加 し て 実 装 置 に触 れ、 設 置方 法、 運 転方 法 、ラ ンニ ン グコ スト  
等の 情報 を 聴 取 で き た 。 今 し ばら く情 報 を聴 取す る 必要 が ある と考 え る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セ ミ ナ ー 会 場  IC P： iC A P6200  
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平成 21 年度技術部定年退職者  

 

永 嶋  千 枝 子  氏 （ 形 態 解 析 グ ルー プ）  

  勤務 期 間 ： 昭 和 ５ ２ 年 １ ０月 ～平 成 ２２ 年３ 月  

  配置 先  ： 実 験 実 習 機 器 セン ター 形 態系 共同 実 験室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


